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人口5万人程の小さな種から始まった川崎市。
大地に根を張り、幹を伸ばし、多様性を可能性につなげ、成長してきました。

「カワサキノコト		川崎市市勢要覧2023」では、市民99人の「川崎の好きなところ」を
紹介するとともに、約154万人を擁する大樹へと至るまでの歴史のルーツを探ります。

さぁ、100年に向けて起源をめぐる旅に出かけよう。
川崎の好きなところを教えてくれる100人目は、きっと、あなたでありますように。～99年から100年への「＋1」～

今井 雄也今井 雄也
地元・麻生でSDGs活動に取り組む一般地元・麻生でSDGs活動に取り組む一般
社団法人サステナブルマップ代表理事社団法人サステナブルマップ代表理事

私の住む麻生区は、仕事・まち・
農の距離感が近く、持続可能な
社会に近づいています

森政 忠雄森政 忠雄
原爆被爆者団体で被爆体験を語る原爆被爆者団体で被爆体験を語る

「川崎市折鶴の会」会長「川崎市折鶴の会」会長

芸術的なグループが多く集まる
新百合ヶ丘では、各団体が積極
的に活動しています

丸山 博子丸山 博子
あさお芸術のまちコンサート推進あさお芸術のまちコンサート推進
委員会委員長委員会委員長

街中に笑顔で挨拶をする声が響
き、芸術と文化の芽が育まれる
まちです

岡村 浩志岡村 浩志
KAWASAKIしんゆり映画祭KAWASAKIしんゆり映画祭
実行委員長実行委員長

文化への関心が高く、芸術に関
わる人を育てる土壌もあり、芸術
の香りに満ちています

鈴木 昭弘鈴木 昭弘
麻生観光協会事務局長麻生観光協会事務局長

地域にスキルを還元しようと、ま
ちづくりに積極的に関わろうと
する人が多くいます

川瀬 大陽川瀬 大陽
ボクシング「ジュニア・チャンピオンボクシング「ジュニア・チャンピオン
ズリーグ」U－12男子45㎏級で優勝ズリーグ」U－12男子45㎏級で優勝

正月にいっぱい人が集まる川崎
大師で聞くトントコ飴の音がお
気に入り

神領 龍生神領 龍生
趣味のミニカーとゴミ拾い活動を趣味のミニカーとゴミ拾い活動を
コラボさせSNSで発信するコラボさせSNSで発信する

昼と夜のギャップがあり、時にア
ンダーグラウンドな雰囲気を醸
し出すのは、川崎ならでは！

友利 洋一友利 洋一
eスポーツプロチームeスポーツプロチーム

「SCARZ」代表「SCARZ」代表

eスポーツなどの新しいカル
チャーを受け入れ、若い人をバッ
クアップする空気感が好きです

鈴木 眞智子鈴木 眞智子
子どもたちの環境活動を支援する子どもたちの環境活動を支援する

「とどろき水辺の楽校」創設者「とどろき水辺の楽校」創設者

土手の上から見た多摩川の風景
が大好き。特に夕陽が落ちていく
様子に引かれます

佐藤 由加里佐藤 由加里
かわさきこども食堂ネットワークかわさきこども食堂ネットワーク
代表代表

市民団体がのびのび活動できる
ように、周りの人々がほどよい距
離感で見守ってくれています

福岡 誠福岡 誠
鉄道のおもしろさを伝える鉄道のおもしろさを伝える

「鉄道新聞」編集長「鉄道新聞」編集長

幸区の「新鶴見機関区」を筆頭に、
鉄道をコンテンツとしてまちを盛
り上げていきます

マイケル・ウィリアムズマイケル・ウィリアムズ
映像制作を行うフリーランス映像制作を行うフリーランス

私が日本語を学んだ川崎市国際交
流センターは、みんなが打ち解け
合えるコミュニティーがあります

浦山 利博浦山 利博
全国PTA川崎大会実行委員長全国PTA川崎大会実行委員長
幸区PTA協議会会長幸区PTA協議会会長

PTA活動やまちづくりなど、みん
なが関わって地域を作っている
と実感しています

小川 寧々小川 寧々
全日本小学生女子相撲大会、4年生全日本小学生女子相撲大会、4年生
以下35㎏未満級2位以下35㎏未満級2位

大きな遊具と広くてボール遊び
ができる北加瀬熊野台公園がお
気に入りです

成川 七郎成川 七郎
加瀬山の草刈りなどを行うボランティア 加瀬山の草刈りなどを行うボランティア 
団体「さいわい加瀬山の会」会長団体「さいわい加瀬山の会」会長

加瀬山に残る自然をはじめ、向ヶ
丘遊園のばら苑や日本民家園な
ど落ち着ける場所があります

間渕 秀和間渕 秀和
かわさきプラネタリウム同好会かわさきプラネタリウム同好会
会長会長

かわさき宙
そら

と緑の科学館など、気
軽に行ける文化施設が充実。散
歩していて楽しいです

石井 絵美石井 絵美
40〜80代介護の勉強会代表40〜80代介護の勉強会代表

やりたいことに挑戦する人、それ
を応援する温かい人がたくさん
いるところが好きです

蒋蒋
しょうしょう

  香香
こうめいこうめい

梅梅
川崎市外国人市民代表者会議11期、川崎市外国人市民代表者会議11期、
12期代表　国際交流協会所属12期代表　国際交流協会所属

外国人にも優しく、多くの触れ合
いがあって多文化共生を進めて
いる川崎が大好きです

清水 まゆみ清水 まゆみ
川崎の農業を川崎の農業を
市民の立場で応援する市民の立場で応援する

川崎に伝わる伝統野菜と若手農
家のアイデアを融合させる食文
化が素晴らしい！

籔本 亜里籔本 亜里
みやまえ有志の会代表みやまえ有志の会代表
宮前区まちづくり協議会理事長宮前区まちづくり協議会理事長

川崎市は広い！区ごとに異なる
環境の中で描かれる色々な未来
を感じられます

野口 豪野口 豪
福祉作業所福祉作業所

「はたけベーカリー」代表「はたけベーカリー」代表

都心近くに田畑があり、その環境
を生かして多世代が活発に活動
しているところが魅力です

熊谷 薫熊谷 薫
アートプロジェクトを行うアートプロジェクトを行う

「TAMA VOICES」代表「TAMA VOICES」代表

自然や都会などのまちの資源を
生かして、地元を盛り上げようと
する人がたくさんいます

流田 あかね流田 あかね
地域で手書きの似顔絵を描いている地域で手書きの似顔絵を描いている

子ども夢パークや緑化センター
など、子どもと遊びに出掛けられ
る場所がたくさんあります

岩佐 そよ岩佐 そよ
枡形一輪車クラブに所属し、枡形一輪車クラブに所属し、
全国一輪車大会で4連覇した全国一輪車大会で4連覇した

スポーツが盛んで、私の一輪車
のクラブでは、一人一人が強くな
ろうと頑張っています

安藤 はるか安藤 はるか
地元の老舗ふとん店地元の老舗ふとん店

（中村屋ふとん店）5代目の孫（中村屋ふとん店）5代目の孫

多摩川梨狩りなど自然がいっぱ
い！菅のお地蔵さんに、登下校の
時にお祈りしています

高木 一弘高木 一弘
飛森谷戸の自然を守る会代表飛森谷戸の自然を守る会代表

ホタルが舞う里山の風景や、「やっ
てみたらいいじゃん」と応援する
川崎の風土が大好きです

深川 深雪深川 深雪（スージー）（スージー）

みやまえ子育てフェスタ企画委員会メみやまえ子育てフェスタ企画委員会メ
ンバー。区イベントなどで司会を務めるンバー。区イベントなどで司会を務める

新しく住み始めた人も長く住む
人も楽しく認め合うハッピーな
雰囲気に包まれています

日吉 拓哉日吉 拓哉
多摩美術大学4年生、葉加瀬太郎多摩美術大学4年生、葉加瀬太郎
のアルバムジャケットを手掛けたのアルバムジャケットを手掛けた

今もしょっちゅう小学校時代の
友達と会って遊ぶくらい、地元の
つながりが強いです

石井 賢石井 賢
四肢を切断した人などで行う四肢を切断した人などで行う
アンプティサッカー日本代表アンプティサッカー日本代表

フロンターレなどスポーツチー
ムが強く、アンプティサッカーの
日本選手権も開かれています

テチャーナテチャーナ・・ソロツカヤソロツカヤ
ウクライナ出身、各地で戦災者支援ウクライナ出身、各地で戦災者支援
を行うを行う

緑豊かな菅生緑地が大好き。ウ
クライナの友人とも足を運んで、
芝生に寝っ転がるのが幸せ

松藤 展和松藤 展和
アップコン株式会社アップコン株式会社
代表取締役社長代表取締役社長

「ものづくり」を行う企業を大事
に育てていこうという取り組み
が充実しています

吉沢 春陽吉沢 春陽
子どものために学びの場を提供する 子どものために学びの場を提供する 

「かわさき芽吹塾」代表「かわさき芽吹塾」代表

古き街並みと新たな街並みが共
生する川崎市で、同じ志を持つ
若者と出会えました

松田 美由紀松田 美由紀
コミュニティースペースコミュニティースペース
みんなの森代表みんなの森代表

仕事、結婚、出産など自分を成長
させてくれた思い出が詰まって
いる大切な居場所です

大山 隆久大山 隆久
日本理化学工業株式会社　日本理化学工業株式会社　
代表取締役社長代表取締役社長

すがすがしい気持ちに一瞬でし
てくれる生田緑地は、リフレッ
シュのためによく訪れます

高村 優奈高村 優奈
かわさき若者会議メンバーかわさき若者会議メンバー

もの凄いスピードで生まれ変わ
る川崎市には、たくさんのエネル
ギーがあります

井上 広基井上 広基
麻生区の2代目、3代目農家の団体麻生区の2代目、3代目農家の団体

「畑から、台所へ。」代表「畑から、台所へ。」代表

畑のすぐ近くに商業施設があり、
生産者とお客さんの距離の近さ
を感じます

本多 夏萌本多 夏萌
あさお希望のシナリオ実行委員会あさお希望のシナリオ実行委員会
副委員長副委員長

若い人が多く、力を合わせれば
何かを成し遂げられる可能性を
感じさせてくれます

高橋 大地高橋 大地
全国高校囲碁選手権大会神奈川県全国高校囲碁選手権大会神奈川県
大会の個人戦で優勝大会の個人戦で優勝

囲碁を愛する人がいて、活動も
盛ん。小田急線や田園都市線は
友達と遊ぶのにも便利です

清水 年子清水 年子
日本民家園ボランティア炉端の日本民家園ボランティア炉端の
会・第1期生で28年間活躍した会・第1期生で28年間活躍した

多摩丘陵の自然の中に建つ日本
民家園は、昔ながらの風景を感
じさせてくれます

前浜 政次前浜 政次
令和4年度「かわさきマイスター」令和4年度「かわさきマイスター」
に認定された三線職人に認定された三線職人

沖縄の伝統芸能を披露する場が
あり、文化を受け入れてくれてい
ると実感します

反町 充宏反町 充宏
NPO法 人 カ ワ サ キ ミ ュ ー ジ ッ クNPO法 人 カ ワ サ キ ミ ュ ー ジ ッ ク
キャスト理事長キャスト理事長

街中に溢れる色々な音楽。夢を
叶えるために自分の可能性を広
げてくれるまちです

五十嵐 努五十嵐 努
子どもの権利委員会委員。和太鼓子どもの権利委員会委員。和太鼓
や子ども食堂で子どもに寄り添うや子ども食堂で子どもに寄り添う

多文化共生のまちをアピールする
川崎が好きです。地域に住む人のお
互いを思いやる気持ちを感じます

大西 絵満大西 絵満
かわさき市民放送株式会社かわさき市民放送株式会社

（かわさきFM）代表（かわさきFM）代表

いい意味で「おせっかい」。川崎
の良さをみんながラジオを通じ
てたくさん教えてくれています

秋山 すみれ秋山 すみれ
女子学童軟式野球の神奈川県選抜女子学童軟式野球の神奈川県選抜
チームでキャプテンを務めたチームでキャプテンを務めた

等々力球場と、私たちの声が反
映されてボール遊びのできる公
園があることが自慢です

方山 れいこ方山 れいこ
駅構内の音を視覚化する装置駅構内の音を視覚化する装置

「エキマトペ」のデザイナー「エキマトペ」のデザイナー

交通アクセスが良くて、とにかく
住みやすい。休日の多摩川の散
策がお気に入りです

米澤 奈緒米澤 奈緒
川崎区盛り上げ隊！隊長川崎区盛り上げ隊！隊長

「いいじゃんかわさき」や「市民
祭り」などお祭りがたくさんあっ
て、活気に満ちています

植木 理子植木 理子
女子サッカー、日テレ・東京ヴェ女子サッカー、日テレ・東京ヴェ
ルディベレーザ選手ルディベレーザ選手

公園が多く、スポーツの熱に溢
れる川崎市で育ったからこそ、
サッカー選手になれました

吉田 絵理子吉田 絵理子
川崎協同病院医師川崎協同病院医師

差別をなくし、人権を尊重する条
例があることは川崎で働く一人
として誇らしいです

青柳 晃洋青柳 晃洋
川崎工科高校出身でプロ野球・阪川崎工科高校出身でプロ野球・阪
神タイガース投手神タイガース投手

ⓒ阪神タイガースⓒ阪神タイガース

高校近くの商店街の方々も僕た
ちのことを応援してくれて、人の
温かみを感じます

阿部 英夫阿部 英夫
環境保全団体「多摩川クラブ」環境保全団体「多摩川クラブ」
メンバーメンバー

かつてひどい環境だった多摩川
ですが、今では自然豊かな川に
見事に再生を果たしました
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の
人
の
努
力
で
川
の
環
境
が
再
生
し
た
な

ん
て
、こ
ん
な
奇
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
、

喜
び
ま
す
。

新
た
な
交
流
の
場
へ

　
市
は
現
在
、
多
摩
川
の
歴
史
的
・
文
化

的
資
源
、
環
境
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し

た
に
ぎ
わ
い
の
場
の
創
出
を
目
指
す「
新

多
摩
川
プ
ラ
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
は
堤
防
上
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
の
愛
称
を「
か
わ
さ
き
多
摩
川

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
」
と
し
ま
し
た
。
川
の

流
れ
る
景
色
も
よ
く
、
多
く
の
市
民
ラ
ン

ナ
ー
や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
な
ど
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
多
摩
区
登
戸
で
は
、
令
和
４
年
８
月
か

ら
市
と
小
田
急
電
鉄
が
取
り
組
む
社
会
実

験「
登
戸
・
多
摩
川 

カ
ワ
ノ
バ
」が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や

地
元
団
体
と
協
働
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
多
摩
川
を
舞
台
と
し
た
新
た
な

交
流
の
拠
点
の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
中
本
さ
ん
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に

多
摩
川
の
育
む
自
然
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

と
、
大
き
な
捕
虫
網
を
か
ぶ
せ
て
揺
さ
ぶ

る「
水
辺
の
生
き
物
観
察『
ガ
サ
ガ
サ
』」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。「『
多
摩
川
は
楽

し
い
』
と
子
ど
も
た
ち
に
感
じ
て
も
ら
っ

て
、
そ
の
子
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
ど
ん

な
多
摩
川
で
あ
っ
て
ほ
し
い
か
を
考
え
て

も
ら
う
。
多
摩
川
は
、
新
し
い
価
値
を
生

み
、
未
来
を
探
す
場
所
な
ん
で
す
」

任
し
た
有
吉
知
事
は
陳
情
を
受
け
入
れ
築

堤
に
着
手
。
沿
道
を
か
さ
上
げ
す
る
こ
と

で
、
大
正
５
年
に
全
長
２・
２
㎞
に
及
ぶ

代
用
堤
防
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
住
民
行

動
を
端
に
生
ま
れ
た「
有
吉
堤
」
は
、
現

在
も
中
原
区
の
中
丸
子
児
童
公
園
な
ど
で

そ
の
遺
構
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
場
進
出
の
呼
び
水

　
川
崎
の
工
業
発
展
も
多
摩
川
の
存
在
を

抜
き
に
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。
川
崎
市
の

前
身
で
あ
る
川
崎
町
は
、
明
治
末
期
以

降
、
工
場
進
出
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図

り
、
積
極
的
に
誘
致
政
策
を
と
っ
て
い
ま

し
た
。

　
多
摩
川
と
鉄
道
と
い
う
運
輸
面
で
の
利

便
性
や
広
大
な
工
場
用
地
を
確
保
し
や
す

い
点
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
40
年

に
横
浜
精
糖（
現
Ｄ
Ｍ
三
井
製
糖
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
）
が
最
初
に
進
出
。
次
い
で

翌
年
に
は
東
京
電
気（
現
東
芝
）
が
、
多

摩
川
の
川
岸
に
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
日
本
蓄
音
機
商
会（
現
日
本
コ

ロ
ム
ビ
ア
）、
富
士
瓦
斯
紡
績（
現
富
士

紡
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）、鈴
木
商
店（
現

味
の
素
）
な
ど
の
大
規
模
工
場
が
次
々
と

進
出
し
、
川
崎
は
日
本
を
代
表
す
る
工
業

都
市
へ
と
急
成
長
し
て
き
ま
す
。

「
泡
立
つ
川
」
と
環
境
保
護
活
動

　
大
正
13
年
７
月
１
日
に
川
崎
町
、
大
師

町
、
御
幸
村
が
合
併
し
、
人
口
４
万
８
３ 

９
４
人
の
川
崎
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
町
村
編
入
や
産
業
発
展
に
伴
う
人

防
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
川
崎
側
に

甚
大
な
被
害
を
与
え
、
住
民
の
悩
み
の
種

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
御
幸
村
の
住
民
を

中
心
と
す
る
数
百
人
は
大
正
３
年
、
デ
モ

行
動
を
取
り
締
ま
る
警
察
網
を
突
破
し
、

神
奈
川
県
庁
へ
押
し
寄
せ
、
築
堤
の
必
要

性
を
訴
え
る「
ア
ミ
ガ
サ
事
件
」
を
起
こ

し
ま
す
。
当
時
の
県
知
事
は
具
体
的
な
回

答
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
翌
年
に
就

　

市
と
東
京
都
の
間
を
流
れ
る
多
摩
川

は
、
山
梨
県
笠
取
山
の
湧
き
水
を
水
源
と

し
、
関
東
平
野
の
南
西
部
を
経
て
東
京

湾
へ
と
注
ぐ
全
長
１
３
８
㎞
、
流
域
面
積

１
２
４
０
㎢
を
誇
る
一
級
河
川
で
す
。「
川

崎
」
の
地
名
は
、
多
摩
川
の
河
口
近
く
の

三
角
洲
に
で
き
た
ま
ち
で
あ
る
こ
と
に
由

来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ば
れ
川
と
有
吉
堤

　
脈
々
と
水
を
運
ぶ
多
摩
川
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
恵
み
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
始
ま
っ
た
梨
づ
く
り
も
そ
の
一

つ
で
、多
摩
川
下
流
域
に
梨
畑
が
広
が
り
、

大
正
時
代
に
は
一
大
名
産
地
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
一
方
で
、多
摩
川
は「
あ
ば
れ
川
」

と
し
て
の
顔
も
持
ち
ま
す
。
特
に
明
治
期

後
半
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
近
代
水
害

史
に
残
る
大
規
模
な
洪
水
を
起
こ
し
、
堤

川崎を育んだ「ふるさとの川」多摩川
　　　市民が創る「新たな交流の場」へ

明治43年の洪水被害で流失寸前の六郷橋
所蔵／横浜開港資料館

　「かがやく雲をいろどる多摩川」。市制10周年を記念して制作された「川崎市歌」でも歌われているように、多摩
川は、市民に親しまれ、歴史的にも市域の産業の発展に寄与してきました。そして今、川崎のシンボルであり、「ふ
るさとの川」である多摩川は、市民が憩い、遊び、学ぶ場となっています。

中本 賢
多摩川クラブ 代表案内人

　多摩川流域に30年以上住み、都市
と環境の共生を見守り続ける。川崎
の文化・環境の啓蒙活動を行う有志
団体「多摩川クラブ」では自作の紙芝
居や水辺の生き物を観察する「ガサガ
サ」を通して、地域住民に多摩川の自
然に触れる機会を創出している。
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市民の力で劇的に再生し、自然の大切
さや新しい価値を教えてくれる。多摩
川は、川崎の誇りだね

口
増
加
が
続
き
ま
す
。

　
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
た
昭
和
32
年

に
は
50
万
人
だ
っ
た
人
口
は
、
昭
和
40
年

に
は
85
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
市
は
急

激
な
人
口
増
に
耐
え
う
る
下
水
道
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
代
の
普

及
率
は
30
％
未
満
。
多
摩
川
に
は
洗
濯
な

ど
の
生
活
排
水
が
流
れ
込
み
、
水
質
が
急

激
に
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
摩
川
の
近
く
に
30
年
以
上
暮
ら
し
、

そ
の
変
遷
を
見
守
っ
て
き
た
川
崎
の
文

化
・
環
境
の
啓
蒙
活
動
を
行
う
有
志
団

体「
多
摩
川
ク
ラ
ブ
」の
中
本
賢
さ
ん
は
、

「
住
民
が
洗
濯
を
す
る
昼
11
時
ご
ろ
に
な

る
と
川
面
が
白
く
泡
立
つ
ん
だ
よ
。
多
く

の
生
物
が
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
」
と
当

時
を
振
り
返
り
、「
で
も
、
泡
だ
ら
け
の

川
を
力
強
く
泳
ぐ
コ
イ
や
フ
ナ
を
見
つ
け

て
、水
質
が
改
善
す
れ
ば
、生
き
物
は
帰
っ

て
く
る
と
感
じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
に
水
質
汚
染
を
憂
い
、
環
境

保
全
に
目
覚
め
た
住
民
た
ち
は
、
環
境
に

優
し
い
粉
石
け
ん
の
普
及
活
動
な
ど
多
摩

川
の
水
質
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　
下
水
道
普
及
率
が
90
％
を
超
え
る
平
成

10
年
ご
ろ
に
な
る
と
ア
ユ
な
ど
の
魚
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
21
年

に
は
、
中
本
さ
ん
ら
は
、
多
摩
川
流
域
で

は
絶
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
た
、
き
れ
い
な

水
が
不
可
欠
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
ハ
マ
グ

リ
の
生
息
を
発
見
。「
ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
っ

た
川
崎
の
干
潟
を
ハ
マ
グ
リ
が
暮
ら
せ
る

環
境
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く

～99年から100年への「＋1」～

〜99年から100年への「＋1」〜

川崎駅上空から多摩川河口方面を望む

明治40年に進出した横浜精糖。多摩川の川岸に立地した
提供／川崎市市民ミュージアム

右：昭和20年代に撮影された多摩川で水浴びをする人々。水がきれ
いで、水中メガネをかけなくても魚が見えたという
提供／高津区ふるさとアーカイブ

左：昭和53年ごろ、洗剤の泡が水面を覆う中運行する渡し舟
提供／小池汪氏『川崎50年』

多摩川スピードウェイ
　昭和11年、丸子橋上流の河川敷に開設
された日本初の常設サーキットです。第1
回全日本自動車競走大会にはホンダの創
業者・本田宗一郎氏も参戦するなど戦後の
自動車産業を支えた人々の聖地とされまし
た。昭和中期にその歴史に幕を下ろし、現
在は観客席の一部が場所を変え残されてい
る他、記念プレートが設置されています。

 中原区上丸子天神町298

川 崎 歴 史 探 訪

ⓒ多摩川スピードウェイの会

令和元年7月、西丸子小学校の児童と行わ
れた「ガサガサ」で、捕まえた生き物につ
いて解説する中本さん
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Ｊ
Ｒ
南
武
線
は
当
初
、「
多
摩
川
砂
利
鉄

道
」
と
い
う
名
前
で
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
な
ど
の
原
料
と
な
る
多
摩
川
の
良

質
な
砂
利
の
輸
送
を
目
指
し
て
い
ま
し
た 

が
、
地
元
有
志
だ
け
で
は
資
金
が
調
達
で

き
ず
、
計
画
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
こ
に
川
崎
の
臨
海
部
で
埋
め
立
て

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
た
浅
野
セ
メ
ン
ト

（
現
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
）の
創
業
者
浅
野
総

一
郎
氏
が
目
を
付
け
、
鉄
道
会
社
を
買
収
。

「
南
武
鉄
道
」

と
改
称
し
、
奥

多
摩
か
ら
セ
メ

ン
ト
の
原
料
と

な
る
石
灰
石
を

輸
送
す
る
た
め
、

立
川
ま
で
延
伸

す
る
計
画
へ
と

変
更
し
ま
す
。

　
こ
う
し
て
昭

和
２
年
に
川

崎
―
登
戸
間

で
開
通
、
昭
和

４
年
に
は
立
川

ま
で
延
伸
し
、
現
在
の
路
線
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
砂
利
乱
掘
が
川
の
環
境
を
変

え
て
し
ま
い
、
国
は
昭
和
９
年
か
ら
段
階

的
に
多
摩
川
で
の
砂
利
採
取
を
原
則
禁
止

に
し
て
い
き
ま
す
。
南
武
鉄
道
は
、
砂
利

輸
送
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

　
鉄
道
の
整
備
を
呼
び
水
に
、
昭
和
10
年

ご
ろ
か
ら
沿
線
に
日
本
電
気
や
東
洋
通
信

機
、
富
士
通
な
ど
の
工
場
が
進
出
し
、
南

武
鉄
道
は
労
働
者
輸
送
と
旅
客
輸
送
の
役

割
を
担
い
ま
す
。
戦
中
は
軍
需
の
た
め
に

国
営
化
さ
れ
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を

経
て
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
南
武
線
と
な
り
ま
し

た
。
沿
線
に
は
住
宅
地
が
広
が
り
、
通
勤・

通
学
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
を

運
ん
で
い
ま
す
。

　

人
口
増
の
一
途
を
た
ど
る
近
年
は
、
再

開
発
の
進
む
川
崎
区
小
田
地
区
で
平
成
28

年
に
新
駅
と
な
る
小
田
栄
駅
が
開
業
。
多

摩
区
の
稲
田
堤
駅
で
は
橋
上
駅
舎
化
の
工

事
が
進
む
な
ど
、
沿
線
地
域
の
発
展
、
ま

案内人

　専門は日本史で、特に近代以降の
鉄道の歴史を研究する。令和2年に著
書『電鉄は聖地をめざす』で国際交通
安全学会賞の著作部門を受賞した。

鈴木 勇一郎

川崎市市民ミュージアム
学芸員
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南
北
に
細
長
く
、
政
令
指
定
都
市
の
中
で

最
も
面
積
が
小
さ
い
川
崎
市
に
は
、
多
く
の

鉄
道
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
川
崎
駅

や
武
蔵
小
杉
駅
、
登
戸
駅
な
ど
の
主
要
駅
を

結
ぶ
Ｊ
Ｒ
南
武
線
は
、
川
崎
市
を
縦
貫
す
る

唯
一
の
路
線
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
市

内
の
大
動
脈
と
し
て
地
域
の
発
展
を
支
え
て

い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
江
戸
か
ら
大
山
阿
夫
利
神

社
を
結
ぶ
大
山
街
道
の
宿
駅
だ
っ
た
溝
口

は
、
駿
河
の
茶
や
真
綿
な
ど
を
江
戸
へ
輸

送
す
る
商
業
と
物
流
の
中
継
地
と
し
て
発

展
し
ま
し
た
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

は
、
そ
の
面
影
を
引
き
継
ぎ
、
商
家
や
蔵

が
街
道
筋
に
立
ち
並
び
ま
し
た
。

　
昭
和
２
年
に
南
武
鉄
道
の
武
蔵
溝
ノ
口

駅
、
玉
川
電
気
鉄
道
の
溝
ノ
口
駅
が
開
業

す
る
と
、
沿
線
に
工
場
が
進
出
。
戦
中
は
、

多
く
が
軍
需
工
場
と
な
り
ま
し
た
。
高
津

の
歴
史
に
詳
し
い
郷
土
史
家
の
鈴
木
穆
さ

ん
は
、「
現
在
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
溝
ノ

口
店
に
あ
っ
た
日
本
光
学
工
業（
現
ニ
コ

ン
）は
、
戦
艦
大
和
の
計
測
器
を
製
造
し

て
い
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。
工
場
跡
地
は

戦
後
、
八
欧
電
機（
現
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
）

や
東
芝
玉
川
工
場
な
ど
へ
と
建
て
替
わ
り
、

川
崎
の
電
機
工
業
の
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
間
も
な
く
、
２
つ
の
駅
の
間
に
日

用
品
が
集
ま
る
ヤ
ス
ト
モ
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
旭

ス
ト
ア
ー
が
軒
を
連
ね
ま
し
た
。
昭
和
30

年
代
以
降
、
鉄
道
の
乗
降
者
数
は
一
層
増

加
。
駅
前
広
場
や
周
辺
道
路
が
狭
か
っ
た

た
め
、
交
通
渋
滞
の
解
消
と
歩
行
者
の
安

全
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
昭
和
63
年
に「
溝
口
駅
北
口
地

区
市
街
地
再
開
発
事
業
」
が
開
始
さ
れ
、

平
成
11
年
に
完
工
す
る
ま
で
に
、
橋
上
駅

舎
化
や
大
規
模
複
合
施
設「
Ｎノ

ク

テ

ィ

Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
」、

駅
間
を
結
ぶ
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
が
誕

生
し
、
駅
前
に
市
内
有
数
の
商
業
地
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

市
は
現
在
、
２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
に
は
溝
口
周
辺
に
脱
炭
素
モ
デ
ル
地
区

「
脱
炭
素
ア
ク
シ
ョ
ン
み
ぞ
の
く
ち
」が
創

設
さ
れ
、
現
在
で
は
40
を
超
え
る
事
業
者
・

団
体
が
取
り
組
み
に
参
加
。
市
と
市
民
・

事
業
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
令
和
４
年
４
月
に
国
の「
脱
炭
素
先

行
地
域
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
か
ら
駅
前
の
変
遷
を
見
届
け
て
き

た
溝
ノ
口
駅
前
町
会
の
境
野
勝
之
さ
ん
は
、

「
か
つ
て
蔵
が
並
ん
だ
大
山
街
道
に
は
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
ち
、
若
者
の
往
来
も
増
え
ま
し

た
。
溝
口
は
ま
だ
ま
だ
変
わ
り
続
け
る
の

で
し
ょ
う
ね
」と
話
し
、
溝
口
の
発
展
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
南
武
線
と
東
急
田
園
都
市
線
が
交
差

す
る
溝
口
。江
戸
時
代
に
は
宿
駅
と
し
て
栄
え
、

近
現
代
の
工
業
化
を
経
て
、
平
成
の
再
開
発

で
大
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
現
在
は
、「
脱
炭

素
ア
ク
シ
ョ
ン
み
ぞ
の
く
ち
」
に
ま
ち
ぐ
る
み

で
取
り
組
み
、
時
代
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

川 崎 歴 史 探 訪

　小説家・歌人の岡本かの子
を偲び、昭和37年にかの子の
息子で芸術家の岡本太郎らに
よって多摩川沿いの二子神社
の境内に建てられました。明
治22年に旧二子村に生まれた
かの子は『母子叙情』『老妓抄』
など多くの名作を世に残して
います。 高津区二子1-4-1

岡本かの子文学碑「誇り」

昭和43年の東急溝の口駅から南武線武
蔵溝ノ口駅改札方面を眺めた様子。写
真右側には南武線線路が走り、写真中央
部には「ヤストモ」の文字が確認できる
提供／高津区ふるさとアーカイブ

昭
和
２
年
に
発
行
さ
れ
た
『
南
武

鉄
道
沿
線
案
内
図
』。
砂
利
採
取
場

と
宿
河
原
駅
を
結
ぶ
引
き
込
み
線

が
描
か
れ
て
い
る

所
蔵
／
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

東京と横浜という大都市に挟まれなが
らも、なお放つ川崎の独自性に興味が
尽きません

案内人

　高津区文化協会前会長で、高津の郷土史
を調査する。著書に高津の文化・風土・歴
史を綴った『高津物語（上・中・下）』がある。

鈴木 穆
あつし

境野 勝之

郷土史家

溝ノ口駅前町会 会長

KA
W

ASAKI  Roots of 9953

平成の大改革平成の大改革
　　溝口から始まる脱炭素　　溝口から始まる脱炭素～99年から100年への「＋1」～

〜99年から100年への「＋1」〜

大山街道や文化人など、高津に
まつわる歴史はまだまだたくさ
んあります

交通アクセスが良く、新旧の住
民同士が交流を深め、発展し続
ける生活しやすいまちです

KA
W

ASAKI  Roots of 9954
案内人

ち
の
魅
力
向
上
の
核
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
の

鈴
木
勇
一
郎
さ
ん
は
、「
南
武
線
は『
こ
れ

ぞ
川
崎
の
路
線
』と
言
え
る
重
要
な
路
線

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
川
崎
の
発
展
に
向
け

て
、
求
心
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
」と
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

砂
利
輸
送
か
ら
始
ま
っ
た
南
武
線

砂
利
輸
送
か
ら
始
ま
っ
た
南
武
線

　　  
ま
ち
の
発
展
を
支
え
る
大
動
脈

ま
ち
の
発
展
を
支
え
る
大
動
脈

～99年から100年への「＋1」～

〜99年から100年への「＋1」〜

鹿島田駅を発車する南武線車両

川 崎 歴 史 探 訪

 幸区河原町、神明町 他

　多摩川の上流で採掘された砂利
は、矢向駅から貨物専用支線を
通って多摩川のほとりの川崎河岸
駅へと向かい、船へと積み替えら
れました。昭和40年代に同線が廃
線になると、その線路跡を利用して、
さいわい緑道が造られました。緑
道内には、電車をモチーフにした
壁画などが残されています。

さいわい緑道

溝の口駅からNOCTYと丸井、キラリデッキを望む

　昭和25年ごろから溝口に住み始め、現在
はポレポレ通りの靴屋「末広堂」を経営する。
平成19年から溝ノ口駅前町会会長を務める。

89 KAWASAKI Roots of 99　〜99年から100年への「＋1」〜KAWASAKI Roots of 99　〜99年から100年への「＋1」〜



館「
川
崎
銀
星
座
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど
市
内
に
大
工
場

が
進
出
し
、
市
外
か
ら
工
場
労
働
者
が
流

入
し
て
い
た
時
期
。
映
画
と
い
う
娯
楽
は

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
オ
ー
プ
ン
か
ら

３
年
後
に
は
、
６
館
の
映
画
館
に
よ
る
一
大

繁
華
街
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
昭
和
20
年
４
月
15
日
、
多
く
の

軍
需
工
場
を
擁
す
る
川
崎
は
戦
火
に
包
ま

れ
ま
す
。
駅
前
を
含
む
市
中
心
部
と
南
武

線
沿
い
の
工
場
が
集
中
す
る
地
域
を
襲
っ

た「
川
崎
大
空
襲
」に
よ
っ
て
、
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
絶
望
的
な
状
況
か
ら
美
須
氏
は

わ
ず
か
半
年
で
バ
ラ
ッ
ク
屋
根
の
映
画
館

を
再
開
し
、
再
び
一
大
映
画
街
を
築
き
ま

す
。
こ
の
銀
幕
に
よ
る
興
隆
の
歴
史
も
あ

り
、
昭
和
24
年
に
川
崎
駅
東
口
側
に
発
足

し
た
商
店
会
は
、「
銀
」の
字

を
取
っ
て「
銀
柳
会
」と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
グ
ル
ー
プ
は

高
度
経
済
成
長
期
に
大
人

が
楽
し
め
る
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

や
、
家
族
で
楽
し
め
る
ボ
ウ

リ
ン
グ
場
と
い
っ
た
総
合
レ

ジ
ャ
ー
集
積
地
と
し
て
事
業

を
拡
げ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
産
業
の
雄
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

昭
和
60
年
代
に
は
日
本
初
の

大
型
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス「
チ
ネ
チ
ッ
タ
」や
、
ラ
イ

　
し
か
し
明
治
期
に
入
る
と
、
明
治
５
年

に
官
営
鉄
道
の
品
川
―
横
浜
間
の
駅
の
ひ

と
つ
と
し
て「
川
崎
停
留
所
」が
開
業
。
明

治
32
年
に
関
東
初
の
電
気
鉄
道
で
あ
る
大

師
電
気
鉄
道（
現
京
急
大
師
線
）が
開
業
し

ま
し
た
。
昭
和
２
年
に
は
、
南
武
鉄
道（
現

Ｊ
Ｒ
南
武
線
）が
開
通
し
、
人
や
モ
ノ
の
流

れ
は
、
川
崎
宿
周
辺
か
ら
川
崎
駅
周
辺
へ

と
移
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
映
画
」
が
生
ん
だ
ま
ち

　
駅
前
周
辺
に
往
来
の
軸
が
移
っ
た
昭
和

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
に
ぎ
わ
い
を
け

ん
引
す
る
企
業
が
、
チ
ッ
タ
グ
ル
ー
プ
で

す
。
創
業
者
の
美
須
鑛こ

う

氏
は
、
川
崎
駅
前

に
あ
っ
た
約
２
６
０
０
坪
の
葦
が
生
い
茂

る
湿
地
帯
を
購
入
し
、
昭
和
12
年
に
映
画

　
全
国
有
数
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
・
川
崎
駅
。

日
中
は
学
校
や
勤
務
先
へ
向
か
う
人
で

ご
っ
た
返
し
、
日
が
落
ち
て
く
る
と
、
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
路
上
ラ
イ
ブ
の
サ
ウ
ン
ド

が
響
く
中
を
学
生
や
社
会
人
が
通
り
過
ぎ

て
い
く
、
に
ぎ
わ
い
の
中
心
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
道
川
崎
宿
の
繁
栄

　

こ
の
に
ぎ
わ
い
の
源
流
を
た
ど
る
と
、

江
戸
時
代
の
東
海
道
川
崎
宿
に
行
き
着
き

ま
す
。
東
海
道
と
は
、
江
戸
か
ら
上
方（
京

阪
）へ
至
る
ま
で
の
道
の
こ
と
で
す
。
元
和

９（
１
６
２
３
）年
、
品
川
宿
と
神
奈
川
宿

の
中
間
に
五
十
三
次
の
宿
場
の
中
で
も
最

後
の
方
に
設
置
さ
れ
た
川
崎
宿
は
、
新
宿
・

砂
子
の
２
村
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
久

根
崎
・
小
土
呂
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
後
期
に
な
る
と
、
庶
民
の
間
に
社

寺
参
詣
の
ブ
ー
ム
が
広
が
り
、
厄
除
け
大

400年前から変わらぬにぎわい
　　　　　その原点は「人の往来」

師
と
し
て
当
時
か
ら
有
名
だ
っ
た
金
剛
山

金
乗
院
平
間
寺（
川
崎
大
師
）
に
は
、
全

国
か
ら
多
く
の
参
詣
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

東
海
道
か
わ
さ
き
宿
交
流
館
の
青
木
茂
夫

館
長
は
、「
街
道
沿
い
に
は
茶
屋
や
日
用
品
、

土
産
物
の
店
が
並
び
、
ピ
ー
ク
時
に
は
72

軒
の
旅は

た
ご籠

屋
が
あ
り
ま
し
た
。
川
崎
に
と
っ

て
、川
崎
宿
は
初
め
て
の『
に
ぎ
わ
い
』だ
っ

た
ん
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　川崎駅前周辺で、せわしなく行き交う人々や車。江戸時代の東海道川崎宿から現代にかけて、駅前エリアはにぎ
わい続けてきました。市制99周年を迎える令和5年度には、川崎市役所の新本庁舎が完成し、さらなるにぎわいの
創出が期待されます。このエリアが人を引き付けてきた歴史と、その秘密を探ります。

内
有
数
の
工
業
地
帯
で
し
た
が
、
平
成
以

降
、
明
治
製
菓
跡
地
に
ソ
リ
ッ
ド
ス
ク
エ

ア
、
市
営
住
宅
や
飲
食
店
の
あ
っ
た
地
区

を
再
開
発
し
、
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
が
誕
生
。
平
成
12
年
に
閉
鎖

し
た
東
芝
堀
川
町
工
場
跡
地
に
は
ラ
ゾ
ー

ナ
川
崎
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
の

川
崎
駅
周
辺
が
形
作
ら
れ
た
の
で
す
。

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
へ

　

令
和
４
年
11
月
に
は
、
川
崎
駅
東
口
一

帯
で
、
市
や
チ
ッ
タ 

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

な
ど
が
主
体
と
な
り
、「
第
１
回
川
崎
夜
市
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
サ
ウ
ン
ド
が

鳴
り
響
く
中
、
川
崎
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
が

市
内
外
の
来
場
者
に
振
る
舞
わ
れ
、
さ
ら

な
る
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
開
庁
す
る
川
崎
市
役
所

新
本
庁
舎
の
建
設
地
は
、駅
東
口
か
ら
ま
っ

す
ぐ
延
び
る
市
役
所
通
り
と
京
急
川
崎
駅

か
ら
続
く
京
急
通
り
が
交
わ
る
位
置
に
あ

り
、
こ
れ
ら
の
通
り
は
か
つ
て
の
東
海
道
と

も
交
差
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト
は「
に

ぎ
わ
い
創
出
」。
多
様
な
人
た
ち
が
集
う
空

間
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
人
々
を
引
き
付
け
、
発

展
を
遂
げ
て
き
た
駅
前
エ
リ
ア
。「
人
々
の

往
来
を
原
動
力
に
、
立
地
や
土
地
資
源
を

有
効
活
用
し
て
い
く
姿
勢
こ
そ
、
川
崎
が

に
ぎ
わ
い
続
け
る
秘
密
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
」と
、
青
木
館
長
は
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

ブ
ホ
ー
ル「
ク
ラ
ブ
チ
ッ
タ
」が
で
き
、
今

で
も
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス

と
い
っ
た
川
崎
の
若
者
文
化
の
発
信
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
場
跡
地
か
ら
の
都
市
再
開
発

　
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」と
宣
言
さ
れ

た
昭
和
30
年
代
の
川
崎
駅
前
は
、
駅
舎
の

改
築
や
駅
前
デ
パ
ー
ト
の
建
築
、
駅
前
商

店
街
の
振
興
な
ど
の
発
展
が
進
み
、
国
内

で
も
い
ち
早
く
復
興
を
遂
げ
ま
す
。

　
昭
和
47
年
４
月
１
日
に
市
が
政
令
指
定

都
市
に
指
定
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
、
駅
前
周

辺
エ
リ
ア
は
、
建
物
の
老
朽
化
や
駅
前
広

場
な
ど
の
都
市
機
能
の
未
整
備
、
さ
ら
に

横
浜
駅
に
百
貨
店
が
進
出
し
た
こ
と
に
よ

る
集
客
力
・
購
買
力
の
低
下
と
い
っ
た
課

題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
解
決
の
た
め
に
東
西
口
の
再
開
発

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
駅
東
口
で
は
、
昭

和
47
年
に
川
崎
初
の
百
貨
店「
小
美
屋
」が

増
築
。
昭
和
48
年
に
店
舗
を
取
り
壊
し
た

岡
田
屋
は
、
工
員
の
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
若
い
女
性
が
訪
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

と
し
て
、
そ
の
７
年
後
に「
川
崎
岡
田
屋

モ
ア
ー
ズ
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
以
降
、
東
口
駅
前
広
場
や
駅
東

口
地
下
街「
ア
ゼ
リ
ア
」が
整
備
さ
れ
、
三

菱
電
線
工
業
工
場
跡
地
に
は
大
型
商
業
施

設「
ル
フ
ロ
ン
」が
生
ま
れ
、
活
気
を
取
り

戻
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

駅
西
口
は
、
大
工
場
が
立
ち
並
ぶ
国

案内人

　川崎区で生まれ育つ。平成25年に東
海道川崎宿の歴史・文化を後世に伝え
る情報発信拠点の「東海道かわさき宿
交流館」館長に就任。現在の川崎宿は
関東大震災や川崎大空襲の影響で焼失
したが、同館では当時の街並みを再現
したジオラマが設置され、そのにぎわ
いをうかがい知ることができる。

青木 茂夫
東海道かわさき宿交流館 館長
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W
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川崎に集まった人々同士で交流が育ま
れ、多文化が混じり合うことで活気が
生まれています稲毛神社

　明治以前は「河崎山王社」と称され、現在も
「山王さん」の愛称で親しまれています。江戸期
には東海道川崎宿の総鎮守として崇敬を集めま
した。江戸後期発刊の『東都歳事記』で「駅中
にて花だし、踊り等出して賑える事甚し」と記
された例大祭の「川崎山王祭」は今も続いてお
り、市役所通りなどを練り歩き、川崎の夏を盛
り上げています。

 川崎区宮本町7-7

川 崎 歴 史 探 訪

～99年から100年への「＋1」～

〜99年から100年への「＋1」〜

第1回川崎夜市の様子。川崎ソウルフード屋台では約
20店舗、川崎駅前バル祭りでは約60店舗の市内飲食
店が参加し、大盛況だった
提供／チッタ	エンタテイメント

下:

国
内
で
も
い
ち
早
く
復
興
を
遂
げ
た「
ミ
ス
タ
ウ
ン
」。
昭
和
40
年
代

に
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た

提
供
／
チ
ッ
タ	

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

上:

川
崎
大
空
襲
か
ら
7
年
後
の
銀
柳
会
の
商
店
街

提
供
／
チ
ッ
タ	

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

多くの人が往来し、活気溢れる昼時の銀柳街

当時の川崎宿の様子が記された『川崎宿往還絵図』。県内
の宿場町で、3番目の旅籠の多さを誇った
所蔵／川崎市市民ミュージアム
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緑
の
宝
庫
・
生
田
緑
地

緑
の
宝
庫
・
生
田
緑
地

　
誕
生
の
背
景
に
都
市
防
空
あ
り

　
誕
生
の
背
景
に
都
市
防
空
あ
り

　

桜
が
咲
き
誇
る
春
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が

幻
想
的
な
光
で
舞
う
夏
、
高
さ
30
ｍ
を
超

え
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
が
色
づ
く
秋
、
日

本
民
家
園
が
雪
化
粧
を
す
る
冬
。
生
田
緑

地
で
は
四
季
を
通
し
て
多
彩
な
自
然
や
文

化
を
体
感
で
き
ま
す
。

　
現
在
の
生
田
緑
地
の
区
域
内
に
最
初
に

誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
２
年
に
小
田
原
急

行
電
鉄
の
新
宿
―
小
田
原
間
の
開
通
を
機

に
開
園
し
た
向
ヶ
丘
遊
園（
平
成
14
年
閉

園
）で
す
。
１
万
本
の
桜
や
施
設
内
を
走
る

「
豆
汽
車
」な
ど
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
戦
争
の
影
が
色
濃
く
な
る
と

状
況
は
一
変
。
市
は
昭
和
16
年
、
向
ヶ
丘

遊
園
を
含
む
一
帯
１
６
５
ha
を
生
田
緑
地

と
し
て「
都
市
計
画
緑
地
1
号
」と
し
ま
す
。

都
市
の
延
焼
防
止
や
防
空
の
た
め
、
山
林

や
農
地
を
確
保
。
戦
争
激
化
に
伴
い
、
緑

地
内
に
は
防
空
壕
や
地
下
壕
が
掘
ら
れ
、

枡
形
山
の
麓
に
あ
っ
た
鍛
錬
道
場
は
、
学

童
の
疎
開
先
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
後
、
緑
地
は
維
持
さ
れ
面
積
を
増

や
し
、
緑
地
内
に
は「
ば
ら
苑
」や
ゴ
ル
フ

場
、
民
家
園
、
科
学
館
、
岡
本
太
郎
美
術
館
、

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
が

次
々
と
完
成
。
年
月
を
経
て
平
成
25
年
に

は
市
民
団
体
や
大
学
、
行
政
ら
約
60
団
体

が
協
働
す
る「
生
田
緑
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会

議
」が
発
足
し
、
自
然
保
全
な
ど
に
つ
い
て

多
様
な
声
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

　

市
内
最
大
の
約
１
８
０
ha
の
広
さ
を
誇
る

緑
の
宝
庫
・
生
田
緑
地
は
、
都
会
の
オ
ア
シ
ス

と
し
て
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
誕
生
に
は
、
戦
火
か
ら
都
市
を
守

る
都
市
防
空
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
会
議
の
松
岡
嘉
代
子
会
長
は
、「
生
田
緑

地
は
、
市
制
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
令
和

６
年
度
に
開
か
れ
る
全
国
都
市
緑
化
か
わ

さ
き
フ
ェ
ア
の
３
つ
の
コ
ア
会
場
の
ひ
と
つ

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
催
し
に
す

る
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
」と
話
し
、
来

場
客
を
も
て
な
す
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

川 崎 歴 史 探 訪

　標高84mの枡形山は、鎌
倉時代の武将・稲毛三郎重
成の城跡だったと伝えられ
ています。戦中、アメリカ
軍の来襲に備える探照灯基
地があったとされる他、広
場には、疎開生活の記憶を
伝える「輝け杉の子」像が
置かれています。 多摩区枡形6-26

枡形山

平成11年ごろの向ヶ丘遊園のシンボル「花の大
階段」
提供／向ヶ丘遊園の緑を守り、市民いこいの場を
求める会『わたしの向ヶ丘遊園』

案内人

　向ヶ丘遊園や生田緑地の近くで生ま
れ育つ。平成14年に市民団体「向ヶ丘
遊園の緑を守り、市民いこいの場を求
める会」を立ち上げ、同園跡地が市民
のいこいの場として存続するよう、活
動を続けている。令和4年から生田緑
地マネジメント会議の会長に就任。

松岡 嘉代子

生田緑地マネジメント会議
会長
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W
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ほぼ毎日散歩に訪れる生田緑地。四季
折々で違った表情を見せてくれて、飽き
ることはありません

　

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
は
、
平
成
29
年
か

ら
令
和
4
年
の
間
で
Ｊ
１
リ
ー
グ
戦
を
４

回
優
勝
す
る
強
豪
ク
ラ
ブ
。
Ｗ
杯
カ
タ
ー

ル
大
会
で
は
多
く
の
出
身
選
手
が
活
躍
し
、

三
笘
薫
選
手
と
田
中
碧
選
手
の「
鷺
沼
兄

弟
」の
愛
称
は
日
本
中
を
席
巻
し
ま
し
た
。

　
そ
の
前
身
は
富
士
通
サ
ッ
カ
ー
部
で
す
。

昭
和
10
年
に
武
蔵
中
原
駅
前
で
開
業
し
た

富
士
通
信
機
製
造（
現
富
士
通
）
川
崎
工

場
の
従
業
員
が
、
昭
和
30
年
に
創
部
し
ま

し
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
か
ら
３
年
が
経
っ

た
平
成
８
年
、
同
部
は
プ
ロ
化
。
Ｊ
リ
ー

グ
加
入
を
目
指
し
、
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

に
等
々
力
陸
上
競
技
場
を
据
え
ま
す
。
翌

年
に
は
市
民
公
募
で「
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー

レ
」
と
改
称
し
、
今
の
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　
改
称
後
も
選
手
は
従
業
員
と
プ
ロ
が
混

じ
り
合
う
ク
ラ
ブ
で
し
た
が
、
企
業
色
を

払
拭
し
、
地
域
密
着
を
目
指
し
て
走
り
出

し
ま
す
。
ク
ラ
ブ
創
成
期
か
ら
チ
ー
ム
を

支
え
る
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業

部
の
天
野
春
果
事
業
部
長
は
、「
朝
に
商
店

街
に
行
き
、
夜
に
も
商
店
街
に
行
く
。
地

域
に
知
っ
て
も
ら
い
、
応
援
し
て
も
ら
う

川崎フロンターレ
　企業色を脱し市民クラブの新境地へ

た
め
に
必
死
で
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

そ
の
熱
意
は
商
店
主
ら
の
心
を
徐
々
に
動

か
し
、今
で
は
多
く
の
商
店
街
で
ポ
ス
タ
ー

や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
と
選
手
の
熱
狂
が
渦
巻
く
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
。
試
合
前
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
が「
川

崎
市
民
の
歌
」を
歌
っ
て
気
持
ち
を
高
ぶ

ら
せ
、
試
合
後
に
は
、
試
合
で
最
も
活
躍

し
た
選
手
へ
、
商
店
街
の
協
賛
品
を
集
め

た「
あ
ん
た
が
大
賞
」が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
狂
の
舞
台
で
あ
る
等
々
力
陸
上
競

技
場
は
今
後
、
現
状
よ
り
約
８
千
人
多
い

３
万
５
０
０
０
人
を
収
容
す
る
球
技
専
用

ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
改
修
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
運
営
に
は
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
も

携
わ
り
、
魅
力
溢
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
商
店
街
を
巻
き
込
み
、
市
に「
水
色
」の

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
広
げ
て
い
る
川
崎
フ

ロ
ン
タ
ー
レ
。
市
民
と
共
に
走
り
続
け
る

そ
の
先
に
、
市
民
ク
ラ
ブ
の
新
た
な
境
地

が
あ
り
ま
す
。

　

国
内
ス
ポ
ー
ツ
界
の
強
豪
ク
ラ
ブ
が
拠
点

を
置
く
川
崎
市
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
・
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
を
は
じ
め
と
す
る
６
チ
ー

ム
が
「
か
わ
さ
き
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
て
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

企
業
チ
ー
ム
を
前
身
と
す
る
川
崎
フ
ロ
ン

タ
ー
レ
は
、
い
か
に
し
て
地
域
に
溶
け
込
み

市
民
に
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
へ
と
成
長
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

案内人

　川崎フロンターレ創成期から商店
街をくまなく訪れ、顔の見える関係
を構築。現場で蓄積した人脈とアイ
デアを生かしたイベントを数多く手
掛け、地域に愛されるクラブへと押
し上げた名物仕掛人。

天野 春果

川崎フロンターレ
タウンコミュニケーション事業部
事業部長
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工業都市の武骨な風合いが残るまち
並みと義理堅い商店主たち。彼らの
応援で今のチームがあります

～99年から100年への「＋1」～

〜99年から100年への「＋1」〜
～99年から100年への「＋1」～

〜99年から100年への「＋1」〜

季節ごとに変化を見せるメタセコイア並木

水色に染まった等々力陸上競技場で声援を送るサポーター

平成10年から続く「あんたが大賞」。平
成19年3月3日の受賞者は中村憲剛氏で、
川崎市商店街連合会から「せとか」が贈
られた

ⓒKAWASAKI FRONTALE

ⓒKAWASAKI FRONTALE

川 崎 歴 史 探 訪

　等々力陸上競技場は、昭和 
41年に使用が開始されました。
当初はメインスタンドの観客席
以外は芝 生 席でしたが、幾
度かの改修を経て、現 在は
27,495席となりました。陸 上
競技場のある等々力緑地には、
等 力々球場やとどろきアリーナな
どの施設が立地しています。 中原区等々力1

等々力陸上競技場

1213 KAWASAKI Roots of 99　〜99年から100年への「＋1」〜KAWASAKI Roots of 99　〜99年から100年への「＋1」〜



そ
の
後
も
工
場
労
働
者
な
ど
の
流
入
で
人

口
が
増
加
す
る
と
、
農
地
の
宅
地
開
発
が

進
み
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
東
部
に
は
工
業
地
域
が
広

が
り
、
北
西
部
に
は
農
業
地
域
と
住
宅
地

が
同
居
す
る
、
現
在
の
川
崎
市
の
様
相
が

形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

馬
絹
の
花
桃
と

柿
生
・
王
禅
寺
の
禅
寺
丸
柿

　

都
市
化
が
進
ん
だ
現
在
で
も
、
市
内

に
は
ご
当
地
な
ら
で
は
の
伝
統
農
産
物
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
宮
前
区
の
馬
絹
で
生
産
さ
れ
る
花
梅
や

花
桃
は
、
江
戸
時
代
か
ら「
馬
絹
の
枝
物
」

と
評
判
で
、
お
祝
い
事
や
雛
祭
り
な
ど
で

重
宝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
製
造
技
術

は
、
大
正
時
代
に
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
畑

で
切
っ
た
花
枝
を「
室む

ろ
」
と
呼
ば
れ
る
一

定
の
温
度
と
湿
度
を
保
っ
た
暗
室
に
入
れ

て
成
長
さ
せ
、
開
花
時
期
を
調
整
し
ま
す
。

都
市
農
業
が
息
づ
く
ま
ち

都
市
農
業
が
息
づ
く
ま
ち

育
ま
れ
る
挑
戦
の
芽

育
ま
れ
る
挑
戦
の
芽

　

近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
担

い
手
不
足
や
高
齢
化
、
農
地
の
減
少
な

ど
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
宮
前
・
多
摩
・
麻
生
区
を
中
心
に

約
５
２
０
ha
の
農
地
面
積
を
有
す
る
市
で

は
、
消
費
者
と
生
産
者
の
距
離
が
近
い
と

い
う
都
市
的
立
地
を
生
か
し
、
市
場
を
通

さ
な
い
直
売
の
取
り
組
み
や
、
イ
チ
ゴ
狩

り
、
梨
狩
り
と
い
っ
た
観
光
農
園
も
盛
ん

で
、
若
い
就
農
者
に
も
魅
力
的
な
経
営
環

境
が
あ
り
ま
す
。

多
摩
川
と
二
ヶ
領
用
水

　
川
崎
の
農
業
は
多
摩
川
か
ら
大
き
な
恩

恵
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
上
流
の
肥
沃
な

土
壌
が
周
辺
流
域
に
届
け
ら
れ
、
昔
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
多
摩
川
の
水
利
を
生
か

し
、
大
消
費
地
・
江
戸
の
腹
を
満
た
す
た

め
、
慶
長
16（
１
６
１
１
）年
に
稲
毛
領
と

川
崎
領
に
ま
た
が
る
用
水
路「
二
ヶ
領
用

水
」が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
川
崎

区
や
幸
区
に
あ
た
る
場
所
で
も
新
田
開
発

が
進
み
、
米
の
生
産
量
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　
二
ヶ
領
用
水
の
誕
生
か
ら
１
０
０
年
が

経
つ
と
用
水
路
の
老
朽
化
問
題
が
現
れ
ま

す
。
江
戸
中
期
に
は
、
用
水
路
改
修
と
下

流
域
で
の
新
田
開
発
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、

さ
ら
に
多
く
の
水
田
が
開
拓
さ
れ
ま
し
た
。

川
崎
の
地
名
に
残
る「
新
田
」の
多
く
は
、

こ
の
時
の
名
残
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
ヶ
領
用
水
は
、
豊
か
な
田
園
地
帯
を

築
い
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
26

年
、
大
師
河
原
村
出
来
野（
現
川
崎
区
日

ノ
出
）に
住
む
当
麻
辰
次
郎
氏
が
発
見
し

た「
長
十
郎
梨
」
は
、
病
害
に
強
く
て
甘

　

工
業
都
市
の
印
象
が
強
い
川
崎
市
で
す

が
、
田
ん
ぼ
や
果
樹
園
、
野
菜
畑
な
ど
、
自

然
豊
か
な
農
の
風
景
も
ま
ち
の
顔
の
一
つ
で

す
。
江
戸
時
代
に
は
多
摩
川
の
豊
富
な
水
を

生
か
し
、
広
大
な
田
園
地
帯
が
形
成
さ
れ
、

昭
和
40
年
代
に
は
梨
の
観
光
農
園
を
流
域
に

広
げ
ま
し
た
。
現
代
で
は
都
心
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
の
良
さ
を
生
か
し
た
都
市
農
業
が
根
付

い
て
い
ま
す
。

み
が
あ
る
こ
と
か
ら
瞬
く
間
に
人
気
を
呼

び
、
川
崎
区
か
ら
多
摩
区
に
か
け
多
摩
川

に
沿
う
よ
う
に
梨
畑
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
戦
中
の
伐
採
で
梨
の
栽
培
面
積
は
、
最

盛
期
の
約
２
３
０
ha
か
ら
約
37 

ha
ま
で
減

少
し
ま
し
た
が
、
戦
後
に
市
は
果
樹
苗
の

導
入
を
助
成
し
、
昭
和
38
年
に
は
１
２
５

ha
ま
で
Ｖ
字
回
復
を
成
し
遂
げ
ま
す
。
当

時
を
知
る
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
の
梶
稔
代
表

理
事
組
合
長
は
、「
昭
和
40
〜
50
年
代
は
、

最
盛
期
を
迎
え
、
ど
の
梨
農
園
も
大
盛
況

だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。

　
関
東
に
お
け
る
梨
の
一
大
産
地
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
た
川
崎

で
は
、
現
在
で
も
多
摩
区
を
中
心
に「
多

摩
川
梨
」が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
全
域
に
広
が
っ
た
農
の
風
景
は
、
大

正
初
期
か
ら
の
工
業
化
の
波
に
押
さ
れ
、

臨
海
部
の
新
田
や
梨
園
が
姿
を
消
し
、
工

業
地
帯
へ
と
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

つ
ぼ
み
が
固
い
う
ち
に
切
り
出
し
た
枝
を

束
ね
て
花
芽
の
向
き
を
そ
ろ
え
、
見
栄
え

を
良
く
す
る「
枝し

お折
り
」
は
、
日
本
有
数

の
伝
統
技
術
と
し
て
現
代
の
生
産
者
に
引

き
継
が
れ
て
お
り
、
色
鮮
や
か
な
馬
絹
の

花
桃
は
春
の
節
句
を
彩
り
ま
す
。

　

麻
生
区
の
王
禅
寺
が
発
祥
の「
禅
寺
丸

柿
」は
、
日
本
で
確
認
さ
れ
た
甘
柿
の
う

ち
で
最
も
古
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
約

８
０
０
年
前
の
鎌
倉
時
代
に
王
禅
寺
の
裏

山
で
甘
み
の
強
い
柿
が
発
見
さ
れ
、
江
戸

中
期
か
ら
栽
培
が
本
格
化
。
昭
和
前
期
ま

で
多
く
流
通
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
中
期

か
ら
禅
寺
丸
柿
に
代
わ
り
実
の
大
き
い
新

品
種
が
登
場
し
た
こ
と
で
生
産
量
は
減
少

し
ま
し
た
が
、
王
禅
寺
周
辺
の
農
家
に
は
、

今
も
樹
齢
数
百
年
の
古
木
が
残
り
、
地
元

生
産
者
の「
柿
生
禅
寺
丸
柿
保
存
会
」
が

旗
振
り
役
と
な
っ
て
地
域
固
有
の
品
種
を

守
り
続
け
て
い
ま
す
。

農
業
の
転
換
期
、
新
時
代
へ

　
近
年
、
元
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
、

農
業
と
は
無
縁
だ
っ
た
若
手
の
新
規
就
農

者
が
市
内
で
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
梶
組

合
長
は
、「
異
業
種
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
持
ち
込

ま
れ
、
新
し
い
農
業
の
あ
り
方
が
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
熱
い
視
線
を
向

け
て
い
ま
す
。

　
観
光
農
園
を
起
業
す
る
就
農
者
も
多
く
、

10
年
前
は
数
件
だ
っ
た
イ
チ
ゴ
園
は
今
で

は
10
件
を
超
え
る
ほ
ど
。
人
口
１
５
０
万

人
以
上
の
市
場
を
足
元
に
有
し
、
都
心
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
川
崎
で
は
、
イ

チ
ゴ
狩
り
に
訪
れ
る
観
光
客
を
期
待
で
き
、

高
い
収
益
性
が
見
込
め
ま
す
。
農
作
業
が

し
や
す
く
、
大
人
で
も
子
ど
も
で
も
イ
チ

ゴ
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
高
設
栽

培
を
取
り
入
れ
る
農
家
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
麻
生
区
で
は
、
20
代
〜
40
代
の
若
手
農

家
が
地
産
地
消
を
呼
び
か
け
、
直
売
流

通
を
広
げ
る
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
ま
す
。

区
内
農
家
の
２
代
目
、
３
代
目
が
集
ま
っ

た
団
体「
畑
か
ら
、
台
所
へ
。」は
、
若
い

世
代
に
も
地
場
野
菜
の
お
い
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
従
来
の
農
家
の
イ
メ
ー

ジ
を
一
新
し
ま
し
た
。
白
い
シ
ャ
ツ
に
デ

ニ
ム
生
地
の
エ
プ
ロ
ン
を
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
身
に
ま
と
い
、
地
域
の
マ
ル
シ
ェ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
出
店
や
、
動
画
サ
イ

ト「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
を
活
用
し
た
情

報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
同

団
体
代
表
の
井
上
広
基
さ
ん
は「
川
崎
市

産
、
麻
生
区
産
の
地
元
で
作
ら
れ
た
新
鮮

な
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
魅
力
で

す
。
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
す
。

　

梶
組
合
長
は
、「
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
就
農

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
若
い
農
業

者
が
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
生
ん
で
く
れ
る

で
あ
ろ
う
新
た
な
ア
イ
デ
ア
に
期
待
し
た

い
で
す
」
と
話
し
、
都
市
農
業
の
未
来
を

切
り
開
こ
う
と
す
る
若
き
挑
戦
の
芽
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

禅寺丸柿
　麻生区の「柿生」の地名の由来にも
なった禅寺丸柿。王禅寺には、樹齢450
年程とも伝えられる禅寺丸柿の原木が
あります。その原木を含む7本が国登録
記念物に登録されており、江戸期から
昭和前期にかけて人気を集めた禅寺丸
柿の歴史を感じることができます。

 麻生区王禅寺940 他

川 崎 歴 史 探 訪

案内人

　正組合員5,000人、従業員1,000人
を超えるJAセレサ川崎の代表理事組合
長。麻生区で代々続く農家の5代目で
もある。JAセレサ川崎は、平成9年に
市内にあった4つのJAが合併し誕生。
大型直売所「セレサモス」の運営や農
業者の支援を行っている。

梶　稔

JAセレサ川崎
代表理事組合長
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古き良き歴史の文脈と最先端のカル
チャーが溶け合い、新たな魅力が生ま
れる素敵なまちです
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〜99年から100年への「＋1」〜

2代目、3代目の若手農業者の団体「畑から、台所へ。」
右から2 番目が代表井上広基さん

左：昭和14年ごろの諏訪（高津区）の風景。機
械化以前の農作業は馬が主力だった。写真手
前の2人の子どもははだしで農作業を見守って
いる
提供／川崎市『かわさきのあゆみ』

昭
和
52
年
に
現
在
の
宮
前
区
馬
絹
で
撮
影
さ
れ
た 

地
下
の
「
室む

ろ

」
で
の
作
業
風
景

提
供
／
小
池
汪
氏
『
川
崎
50
年
』

高設栽培を取り入れている市内のイチゴ農園
提供／ JAセレサ川崎

右：平成元年に撮影された宮前区初山の田植
えの風景。近所の人同士の連帯組織で田植え
が行われた
提供／小池汪氏『川崎50年』

1415 KAWASAKI Roots of 99　〜99年から100年への「＋1」〜KAWASAKI Roots of 99　〜99年から100年への「＋1」〜




